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抗 議 文 

 

私どもは、日用品に含まれる香料や消臭抗菌成分等の化学物質による健康被害（香害）を受け

ている当事者を中心にして、2021 年に発足した団体、カナリア・ネットワーク全国と申します

（２０２6 年 8 月現在、会員数約 1060 人）。被害の実態を世に広め、被害者と支援者のネットワ

ークを作り、被害者が置かれている様々な人権侵害の現状について解決を求めて行くことを活動

目的としております。 

 

『週刊現代８月 17 日号』の「事情通」記事において、「香害」や「化学物質過敏症」に関す

る誤った情報を掲載し流布したことに強く抗議いたします。 

 

当該記事は全体を通して、事実誤認が多く、香害による被害者や関係者への配慮も敬意も示

されていない内容となっています。それによって、香害被害者、ＭＣＳ（化学物質過敏症）へ

の誤解や偏見を生じさせました。 

現状、MCS に加えて、香害により、シックハウス症候群、喘息、アトピー性皮膚炎等の症状

が悪化するなどの被害を受けている人たちが全国におります。そうした被害には目を向けず、

むしろ人権侵害を助長するような記事になっています。 

記事中で「この問題に詳しい医師」とする村中璃子氏は、本年 8 月 5 日に出演した文化放送

「おはよう寺ちゃん」においても、香害や化学物質過敏症への虚偽情報を放言し、その理解と

知識の浅薄さは露呈しています。 

すでに複数の抗議を受け、文化放送はアーカイブ放送を取りやめています。 

 

当会が指摘した村中氏のラジオ放送内での誤りと抗議内容につきましては、当会ＨＰから 

ご確認ください。https://canary-network.org/news/bunkahoso0805/ 

 

村中氏には多数の事実未確認、誤認があり、「この問題に詳しい医師でジャーナリスト」とし

https://canary-network.org/news/bunkahoso0805/


て村中氏の発言を掲載すること自体、貴誌の扱いとして不適切です。 

 

誤認の多い村中氏ですが、肩書きは医師であるため、その発言は社会への影響を考慮しなく

てはなりません。人権侵害を受けている被害者のいる問題です。公共性の高い週刊誌というメ

ディアにはより慎重な態度を望むものです。 

今般は残念ながら、編集部におかれまして、人選、内容とも不適切な記事を拡散することに

なっています。 

 

つきましては、連続コラム「事情通」次号誌面にて、以下の点について事実誤認であった旨の

訂正文の掲載を求めます。 

 

1. 「MCS の症状は妄想性障害などの精神疾患と区別がつかず、医学界では『存在の確認

できない病気』という扱いだ。」「香害を理由とした保険診療や障害年金の受給が認めら

れ、政府広告までしているのは日本だけ。」という記述は誤りであること。 

 

2. 「この問題に詳しい」とされた村中氏の起用には、問題があったこと。 

 

貴編集部及びコラム筆者が出版事業者としての責務を果たし、信頼回復に向けて誠実な対応

をされることを強く求めます。 本件についての回答を９月 7 日までに下記の当団体事務局ま

でメールでいただけますようお願い申し上げます。 

 なお、いただいた回答は、カナリア・ネットワーク全国 HP 等で公表させていただきます。 

 

＜参考＞ 

国会質問で、複数回、香害や化学物質過敏症は取り上げられており、政府が存在を認めていま

す。 

 

・第 208 回国会 令和 4 年 2 月 28 日、参議院予算委員会での杉田久武議員の質疑。No.348～

353 参照。厚労大臣、岸田総理も答弁に立ち、国は、香害や、微量の化学物質による体調不良

が起こることを認めている。 

https://kokkai.ndl.go.jp/#/detail?minId=120815261X00420220228&spkNum=354&current=-1 

 

・この時の厚労大臣の答弁中の「微量な化学物質等により～病態の解明に関する研究」が、厚

生労働科学研究「種々の症状を呈する難治性疾患における中枢神経感作の役割の解明と患者ケ

アの向上を目指した複数疾患領域統合多施設共同疫学研究」にあたる。これは、年度を跨いで、

今も継続されている。以下は、令和４年度の報告書である。 

https://kokkai.ndl.go.jp/#/detail?minId=120815261X00420220228&spkNum=354&current=-1


ここから、化学物質過敏症の専門医である坂部貢医師の分担研究報告書を読むことができる。 

 

https://mhlw-grants.niph.go.jp/project/163139 

 

 

 

・第 213 回国会令和 6 年 2 月 27 日衆議院予算委員会第五分科会での高橋千鶴子議員の質疑の

中で、厚労大臣が前出の坂部医師の研究結果を答弁で取り上げているほか、内閣府も化学物質

過敏症の方が「障害者差別解消法」の対象となりうることを前提に答弁を行っている。 

(No.308から) 

https://kokkai.ndl.go.jp/#/detail?minId=121305267X00120240227&spkNum=308&current=5 

 

・2010年代半ばに、厚生労働科学研究で、家庭用品から揮発する化学物質の研究も行われてい

て、香り成分が気道を刺激する可能性などが示唆されている。 

https://mhlw-grants.niph.go.jp/project/25703 
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